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貪

家

宅

用

f

:

民

'
の
所
レ
制
に
し

5

制

法

?:
:

正

レ

其

宜

さ 

義
紅
敎
る
は
君
の
所
レ
爲
也
君
不
レ
因
レ
！

ii： f

則

身

體

を

養

ふ

Z

€ '

を

:̂
レ
全
、民

不

ゾ

戴』

君

則

生

々
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遂

て

第
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十
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ゴ
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濟
學
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說
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四
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六

®

其
.

全
る
€

を
，得
ず
。
.
r

t :
_

^

*

雄
君
：，顚
■%
_

£

.

_

ボ
の
.
.

別

が
#

を

隹
5;
'

で
.

■

系

が

、事
：實
：はn

• 

. 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.
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•. 

i 

V 

'

^

で

な

唯

止

。ひ

5:
:

得
^

る)

^

出
於
の

-

_

お
：

#

 

ば
を
の 

品
^

®

別
し
て

d

寒

0
梦

ぬ
述

M

を
#

如
■

 

■

，

.：

 

_

彼
は
，.
社
會
纸
活
上
、

5

:又
は
農 

H

商
の
別
あ
る
こ

t

は
®

然
の
：分
業
で
あ
る

.

w

 

S
:

ふ
。_
如
何
に
し
て
か
く
の
如
さ
分
業
が
生 

じ
た
か
。：
'

「

民
ば
.

天
地
0.
,

氣
5:

得
，其

.

现
を
受
て
生
々
す

.

る
の
所
、先

口
?:
養

て

飲

食

を

な

す

の

用

. 

1
• / 

.

.

. 

• 

' 

r 

, 

♦

.
 

- 

-
V-.- 

• 

- 

'ニ
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.

.

. 
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,
: 

. 

' 

■

.

• 

»/•. 
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.

.

V

I

.
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:

.•
•
•. 

二
.

.

ぁ
办
、此
養
'

1

日 
一：>

0

時
^

疲

勞
'1
.

:

て
つ
ぃ
に
宛
ー
多
至
リ
る
い
が
故R

、％
^

w

_

^

r

w>
.

:
R
t>
M

 

耕
只
手
足
を
以
て
：致
す
迄

』
て
は
な
ら
ざ

.

る
が
：故
：
^

、木
：竹

5:

以
て
：：是

を

な

す
€ s

へ\

レ
名
，其 

制
不
レ
宜
、こ
、

ド

於
' 

て
木
竹

^

制
法
2:
:

歡
^

、金
.

鐵
^

^

 

^

 

.か
し
あ

#

 

•

 

0

の
真
'

ぁ
，ら

し

む

、か

か. 

耕

ぁ
-c

n

 

w

 

S
.

へ
ざ
^

百
.

エ

あ
&

ざ
れ
议
其
用
具
た
い

.

ざ
る
參

fr
が
、衣
.

服
.

居
.

宅
^
具
の
制
各
如
レ 

此
ピ
>
 

K
百
エ
：辟

.

ら
秦
^

自
：.
::

&

是
?:
-
'

知
；さ
_

な
s

す

';
:.

る
へ
ビ
、
K 
^ V

?
?
、

歡
か
a >
H>
R ,

も
♦

か%

が 

雛
3

 

X
i

以
て
、其
間

.

に
中
^

5:
-

.

I
。

g

L'

て
其
“

.5:
>

«>

ハ
秦
5:
>

#>
i>

、是
^

商
贾

€
號
す
、以
上

5

 

民
の
起
る
ゆ
へ
ん
な
ち

」

2:)
」

.

.

以
上
が

*

行
，.の

：：

分
*

論
.

で
あ
る
？
分
業

K

侬
，.つ

：
.

で
自
ら
.

濃
エ
商
が
發
ー
生
す
、る
，
°
.」

し

か

し

Z 

Q

•

自

然
R

分

樂
.

み
_

ず
る
'
i

せ

を

論
^

-̂

者
は
.

當

時
0-

學

者
k

於

い

て

も

決

し

-て少

な

し

ビ

し

な

い

。

例

，へ
ば
そb

議
論
の
素
行
ょ
$

一

 

.

層
論
观
的
で
あ
る
ビ

|1
1

心
は
る
、
熊
澤
蕃
山
の
請 

階
級
發
生
論
：の

.

如
き
で
‘

あ
る
。公

)

殊
R

次
'

い
.

で
忍
主
の
發
生
を
論
ず
る
^
當
つ
て
は
蒋
山
の 

議
論
，の
方
，
•

か

.
1

層
適
切
の
如
く
俎
ば
る

。

,
.

'

素
行
は
、三
.民
發
生
し

^

る
後
な
ほ
何
が
故
に
敕
主
を
必
要
ビ
す
る
か
を
論

.

じ
、次
ぎ
の
如
く 

云
ふ
。

n
!

一
 

民
ど
も

^

趙
る
^

い
へ
ざ
名
&
が
欲
を
馨

^

し
て
、農
は
業

^

缸
て
狻
を
全
ぐ
せ
ん 

こ
ど
を
欲
し
、或
は
！

S

を
し
の
ぎ
少
を
侮
久
西

H

は
1
1|
.
|
-

を
疎
に
し
て
利
の
高
か
ら
ん

.

こ
^
を
欲 

し
、商
贾
は
利
を
ぼ
し
い
ま
、
に
し
て
奸
曲
を
か
ま
ふ
、屉
皆
己
が
欲

^.

ほ
し

S

ま
、
に
し
て
其 

節
?:

不
レ
知
、盜

贼

箏

論

や.
む
こ
ど
な
く
、其
氣
質
の
ま
，、

R

し
て
人

f t

の
大
禮
を
失
す
る
が
ゆ

r

 

人
，：君
を
立
て

.

其
；命
を
，受.
く

ヾ

る

所

名

し

敎

化風
： .

俗

所

，
因V

/

す
1?)

,'
,

,

君
：主
の
任
は
民
の
統
治 

に
'

あ
：る
。

zQ

»

,

は
單
k

君
主
ば

.

か
，々
，
.

て
砵
な
い
。

土
，

p

又
敎
化
風
俗
の
因
る
ど
こ
ろ
で
あ 

る
。
故
に
素
行
は

-

士
.

道
論
0

最
初
も
立
レ
本」

を
論
じ
、会
の
第
：
一
は

「

知
，.ー
己
職
分
こ
必
要
を
叽
扒
に
し 

で
、次
ぎ
の
細
く
豸
ふ

。

*

は
不
レ
耕
し
て
く
ら
び
，不
レ
造
し
て
用
い
、不こ

«

貨
ー
し
て
利
た
る
、そ
，の

.

故 

何
亭
ぞ

^

*

v

,

v

.

±

^:
. 

b

て

其

職

分

な

.く
ル

^
不
レ.

有
，ヶ
ン̂

^

本
^

職
ゃ
參
は
藥

*

^-

顧
み
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虫
人
を

#

て
奉
公
の
忠
を
議
し
，朋
輩
に
交
て
信
を
原

く

.

.
し
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の
，獨
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を
愼
で
義
を
骒
^
す
る
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號
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あ
6

、而
し
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で
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れ
が
身
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C

父
係
见
；弟
夫
婦
の
木

ビ

得
レ
已
：交
：接
，あ
灰
、是

又

：天
'下

の

萬

民

各

な

く 

ん
ば
本
レ
可
レ
有
の
人
愉
也r
ど』

M

ぎ
も
、農
X

商
は
其
_

業
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^

暇
あ
ふ
ざ
か
を
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住
相
從
て 

其
道
を
不
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得
レ
盡
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士
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農
工
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舞
の
.
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.

じ
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道
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ど
.

め
、彐

民
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間

苟
c

i
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み
^

ら
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輩
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^

罰
^

^
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て
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M

し

ぎ
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つ
、楚
.

士

^

文

武
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德

知 
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あ
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.
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職
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あ
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す
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素
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&
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分

を
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ず
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に

，
際b

で
は
、自
然

發

展
說
?:

以
つ
へ
て
し
た
る̂

拘

ら
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君
主
■

又
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士

の

職

分

を

述

ぶ

る

時

は

、赏

時R

於

け

る
*

分
-
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地

位

か

ら

推

論

し
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の
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k

於

ぃ

て

蕃

山
■ 

0

虫
及
一
び
諸
侯
：
の' 
發

生
論

^
ゃ

論

0
的

な

ら

ず
ビ

云

ふ

Z 

^
が
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出

來
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ょ
ぅ
0 
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■?〕
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し
，か

し

素

行

が

か.
く

論

ず

る

乙
ふ
ば
：德
川
：封
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治‘
下
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擧

者
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し
て(

毫

も

怪

し

む
k

足 

ら
ぬ
，

，

治
初
年
：に
於.
い：て
士
分
ゆ
者

：
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#

ら

ず

ん

：ば.
事
を
K

ず
る
^

足
ら
ず

ざ
考
へ
た
の 

は
こ
れ
ビ
同
：じ
風
想
の
流
を
汲
ひ
も
の
で
あ
る
。

.

.

'

.

'

s

.

'

s

o

.

p

^

.

^
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J
^
.
J
' 
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六
；
.
九
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'
.
.

(

國 
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.
.刑
.
.行
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.
.
:
:
會

，
本

：
.以

卞
'
こ
'
れ
'
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^

‘ 

S

五〕

:.
.
煎
'.澤
部

|1
»
_は

„

の
赞
ホ
を
次
ぎ
ー
の
如
く
論
ず
る

0
..生
づ
人
の
部
は
農
匁
リ
躂
の
秀
た 

る
者
に
誰
ミ
リ
立
つ
る

V

な
、
す

r

T

物
の
談
奋
を
し
指
圓

.を

$ 

<
れ)

ば

K

V

ぬ
る

卜

-

-
•

.

.

.

故
に
V

其
人
' 

の
0
ボ
を
ば
：：
#

合
:'

ぜ
：

V

ヴ
さ
.砂v
®

:

q

.

_

#

©,
;7
c

-

^

に
.#

び
の
げ
た
.

备
'

が
'

士
.

.の 

;

别
な
り
、*.
,

々
所
々
あ
り
て

.

後
、又
悉
た

.

る;,
も
の
に
.

想
の
士
が
談
合
し
、ひ
き
ま
は
さ
れ
て
諸 

侯
W

來
ぬ
，、义
諸

^

の
內
に
て
大
に
簽
た
る
有
リ
ぜ
ハ
德
四
方
へ
き
こ
え
、お
の
不
レ
及
所 

は
此
人
よ
リ
出
る
故
に
、资合
て
っ
か
ね

W

し
天
子

W

仰
ぎ
た
る
も
の

•

な
9

、扨士
の
中
よ 

'

.

リ
公
•卿
大
火

V
-

.

ふ.
も
の
’

を
立
て
、農

.

のぅ
•

ち
よ
.

り
.

H

商
を
出
し
て

'

、天
下
の
馮
辦
備
リ
-天
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地
の
：
五
行
に
：：細
し
：て
、
五
偷
五
等
別
來
：

-

た<
る：“
な
>

」

1

集
義
和
—

‘

(

独
六〕

1

語
類」

第

1

、1

■!

ハ
.九-
-
-1

.

セ
.
.

〇
-M

。

£■
•

七〕

同
上
第
三
、三
五
一

I

三
五
ニ
頁
？

’

(

餌
八
>

前.
揭
註
：五
を
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.

.

:

:
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•

.

.

.
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.

■

.
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:
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.

素
行
は
：前
述
の
如
く

"

四
民
の
階
級
別

'
0.

生
じ
た
の
は

「

こ
れ
不
レ
得
レ
已
の
處

R-

あ
り

」
W

云
っ
：て
 

は
ゐ
.

る
.

が
、要
す
る

R

常
時
の

#

く

の

論

者
€-
同
じ
く 

'
I
.

0

の
龙
命
論
者
で
あ
る
■そ
し
て
町 

人
^

生
れ
た
者
は

.

町
人
か

.

る
蓮
命
を

#

ず
る
者

.

で
、從
，
'

っ
て
町

A

た

る

：：，
天
，
命

^

甘
ん
，じ
、サ
の

身 

分
ド
服
從
す
：べ
き
も
の

^

の
'

で
あ
$-

。

<:

の
黙
^

於
け
る
彼

0

:

思
：想

は

全

く

封

建

的

脓

從

汶 

甚 
<
 

も
.

のU

外
な
ら
ぬ

,0

を
れ
の
み
，で

-

は
な
い

,°
前
述
の

±

の
職
分
を

'

論
.

ず
、る
,

點
.

が
ら
も
：推 

測

出

？

，や

ぅ̂

、

「

上

が

：ら

の

支

配̂
1

即
^:

封
建
的
親
：權
主

'

義
：の
主
張
者
で

.

あ
：る
。

少

し
く

乙

れ

笫
ニ
十
或
卷

C

五ニ
.
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山
.鹿
素
行
の
經
濟
學
說
二
 

第

四

號
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第

四

號
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<
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鱗
の
り
謙_

0

つ
さ
彼
'

県
身
ぐ
2

1

日
葉
'.

に
_

^

:

_

_

明ー̂
^
^
^

•

「

.

素
行
.

ゆ
身
分
格
式
に
：應
じ
て

.

も
ゆ
費

tv

ベ
盔

i

の)

'

を
' 

費
す
を
以
り
、て
«
入
の
攆
で
あ
る
ど 

し
'

た

逼

啄

ぐ

、
「

今

大

官

大

：祿

も

得.
財
寶
充
.

滿
し
，
_

、衣

：服
：其.

®

:

?:

不

知

、し
&

:

务
^

惡
：衣
^

養
し
て
. 

是
を
不
レ
恥
を
道
：

'

?

®

ふ
は
.

，是
唯

*

を
利
し
セ

« :

人
'

の.
：心
を
不
レ
知
也

•」 (

；

又「

甲
く
、「

衣
服
ド
財
を 

費
：す
.

こ
ど
を

«

て' 
分
ょ
A

&

^

•

た
な
^

る
•

、.
へ̂
^

 

グ

%
、聖 

人
の
•

敎
，を
.

意
見
を

«-て
.
#

へ
て
、
®

を
不
レ
尋
理

^

.

不
レ
究
、是

己

れ

を利
：：

す
.

る
#

故
R

學
者
常

k

如レ 

此
所
を
味
へ
て
、其
分

®

を
節
し
モ
儉
德
を
可
レ
用
、不
レ
然
し
さ
々

k

奢
て
心
氣
の
養

?:

失
ひ
a

た 

す
ら

; ^

ど
，威

儀

の

，用

を

み

だ

か

な

ら

し

む

る

は

、聖
人
の
學
に
不
レ
有
れ
ー

(

10

ソ

即
^

そ
'(
?
)
分
：限
火
應
じ

^

0

禮
片
展
ら
'ざ

る

や

ぅ

R

、
一

切

の
生
活
を
規
定
す

る

乙

ビ

?:
ゐ 

要
ど
し
た
の
で
あ

る
？

」

故
_

單
.
^

^

述
の
衣
服

の

制
9

み
k

:止

贫

ら

な

い

0
ノ

飮
食
亿
は
飮
食 

の

制

が

あ

る

。、.

「

位
高

.ぐ

'祿
，.厚

导

人

^'
上

品
の
^

を

以
て
•

驚
ど
.

す

一。"

电

下
各
’と

れ

ド

し

だ

ぜ

ふ 

ベ
し
。/
11)

又「

居
宅
'

之
制
_

: »

賤
；5

ぃ
：
へ̂

ぺ

舞

人
;'
0
^
 ̂

へ
、抉

狄
^

し

：む
る

'
の
人 

を

つ

も

べ

往

來
o

賓
客
：
.

公
',

用
，#
:

禮
.

の
1
乙

ビ

を

等 

K
あ
..々
P
ベ
’<

€

の
。
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膽
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潘
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を
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を
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。
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叶
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V

得
レ

用
、則
.

則
，皆

^

レ
則
有
レ
用
而
オ
レ
す
只 

則
用
皆
非
レ
用

.

財
者
：以
レ
用
爲
レ
財
，用
者
以
レ
耽
爲
レ
用
、財
用
.
.

之
間
见
不
レ
兩#

財
#

レ
量
虑
有
レ
得
也J
C
55
0
 

又
他
の

場
所

^

於

S

て「

財
者
所
ョ
以
利
こ
天
下
之
用
ー
也

|»

不
レ
利
-

天
'

下
之
用
“則
不
レ
財
故

W

用
相
因 

而
.
.

其
利
相
成

#

，

」

56)

 

く
云
：つ

て
P
る
.0

素
'

行
が
t

>R:
,

財
ぢ
云
ふ
の
は
何
等
か
，の

'

效
用
を
，有
す
ふ
物
資
で
あ
る
。
パ
故
化
彼
は
又

「

す 

ベ
て
i

l

s

へ
？

怎

f

以

V

し
，或
は
其

H

し
f

其
聲
色
を

以
て
.
す」

6

-'

で
云
ぶ
？ン
從
つ
て
財

^

量
あ
る
乙

€

^

“

。

用
は
を
れ

'
等
'
の
效
用
七
#

つ
て 

人

の

欲

：塑

2:
*

足
せ
.
し

0:
る
病
用
で
あ
る
。

58
>「

傲
に
前

.引
用

^

續
い
て
、「

然
れ
ざ
も
そ
の
用
の

笫
ニ
十
五
卷
"

(

五
五
1
> 

山
.鹿
素
牦
の
鳟
濟
學
說 

第
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四
號
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第
ニ
十3£
卷

.(

五
芄
1
1

〕

山
鹿
素
行
の
經
濟
學
說
' 

,
 

.

九
ニ

及

ぶ

處

廣

く

物.々
^

不

レ

施

ど

さ

ば̂

』

か

^ >

职

わ

い」

£

^

ふ
。
:.
^

.;

こ

>

R

素

行

は「

?

な
る
字
句
釔
使
用
す
る
。

「

»

は
性
質
で
あ
る
。

即

?>
'

A >
^

ル 

の
寶
ど
そ

^

ふ
性
心
氣
血
四
支
瓦
體
其
甲
乙
は

^ '
.

6

ビ
ー
及
\じ

も
皆
是
同
じ
く
寶

R -

し

，て
、
lsr
i 

で

不

，
通

.ど

き

は

寶ビ

難
レ
云
が
如
し
、然

れ

ば

如

.

办
，

.

酽

も

^
 

い
.
か

3

か
が
於 

以

て

財

の

寶

ミ

云

べ

&.

也
7

59)

'

乙

>

に

於

い

て

一

見

「

用」

ざ「

寶」

ど
3:
.區
別
し
難
く
、寶
あ
つ
て
用 

な
し

ビ

云
へ
.
る
言
ど
矛
盾
す
る
が
如
く
思
は
れ

る

-0
r」

し
力
し
少
し
く

幸

行
の

「

寶」

R

關
ず
る
用
語
例
も
探
れ

WV
1

の
關
係

«

:

明

，
瞭

で

：
あ
：
る

。
：

素

行
 

は

玉

が
天

子

及

一

び

諸

候

£

ど
つ
て「

¥

た
る
所
以
：：は
、

「

人
々
|

此

玉
0

)

質

の

如
.

く
德
#

蹲
 ̂

び
玉
の
光
の
女
く
知
の

^
直
を
可
レ
究

の

乙

ビ
を

示
すJ

が

た
め

で

あ

る
Z 

€

を
論

じ

た

る
後
、次 

ぎ
の
如
く
云
ふ
。

「

世
人
皆
玉
の
寶

S

乙

:̂
を
不
レ
知
は
、使
用

^

寧

W

し
て
情
欲
を
ほ
し
い
ま 

、
丨
す
る
の
故

^

«

々
^-

貨
財
2:

以
て
寶

>
J
.

す
、是
ょ

*
O
y

目
を
喜

/
\
J

ば
せ
耳
を
樂

■«

レ
め
ロ
の
：
 

味
を
ょ
く
す
る

.

の.
器
物
を
貴

•

或
は
玩
器
の
奇
物
、世

k

ま
れ
^'

俗
の
乏
さ
を

.

以
て
皆
重
寶

ビ
し 

て
目

^

!
?:

視

耳

こ

れ

を

&

手
こ
れ
を

.
翫
び
身
こ
れ
を
ま
ど
ふ
て
是
を

.
以
寶
ど
す

# >
•
 

b

ず

i

 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^

 

^

 

U

卜
い
J

a '

で
き

V
:

わ
、彼
' 

の
財
貨
は
乏
し
さ
も
の
ゝ
爲
め

R

■

甚
利
あ
々
、大
福
分
の
者

■

は
用
な
し
、彼 

の
玩
器
は
も

、れ

ざ
ぐ
者
の
爲
め
に
寶

£

す
，多
蓄
餘
分
あ
ら
ん
も
の
は
是

?:
:

不ゾ
M

然
れ
ば
艰
じ 

て
天
下
の
寶

$

云
べ
.

か
ら
ず
、
/

60〕

.

上
述
‘

の
文
章
に
依
つ
て
見
れ
ば
、

*

行
自
身
寶
ビ
云
.ふ
語
を

ニ

様
の
意
味

^

使
用
し
て
ゐ
る
。
 

一
は
世

U

 

.一

K

ふ
貴
重
な
一
る
物
品
、他
は
、所
謂
天
下

.

の
寶
で
あ
る
。

-

し
か
し
彼
の
眞
意
は
後
者

^

 

あ
名
.,
:

乙
ヒ
.
:明
瞭
で
あ
る
。

.

故
^

前
揭
：の
文

'

章
は
財
が
自
由
自
在
に
蓮
用
流
通

さ

る
、

乙
ビ
が
、
 

財
の
寶
た

.

る
所
以
で
あ
る

€
解
す
ベ
き
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
財

?:

自
由
R

'^
通

せ

し

む

る 

そ
の

一
般
性
：
が
財
の
寶
で
あ
る
。
從
つ
て
財
貨
即
寶
で
は
な
い
。
文
財
貨
に
依
っ
て
.欲
望
を 

滿
足
S

せ
，る
.

^

€
が
寶
な
の
で
も
な
い
。
即
ち

ff
i

'f
i

p

實
で

-^

な

lr
從
つ
て
素
行

^

ビ

つて

寶
は
彼
の
哲
學

R

關
聯
す
る
抽
象
的
な
一
般
性
で
あ
る
。

M

f t
k

o

S

て
ば
最
後
^
論
述
し

• 

- 

.

.

.
;•
.

.

.

o 

- 

.
‘ 

' 

ノ 

';
、： 

，一
.

よ
ぅ

'

ぞ
乙
で

'

再
び
歸

0

て
財
の
意
義

k

關
し
、素
行
の
述
ぶ
る

^

乙
ろ
に
つ
い
て
考
へ
て
見
ょ
ぅ
。
 

素
行
は
現
在

^

於
ぃ
て

.

財
用

.

不
シ
均
乙
ど
を
論
じ
た
後
，

「

財
は
貴

?:

以
て
寶
た
办
、不
レ
貴

ビ
き
は
寶

第二十

.五
卷

C

五
.五
U

W

山
臌
素
行
の
經
濟
學
說 
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'• r -

聲屮五卷
C

五
五
四

)

II
I.
庳
素
行
'の
經
澈
敷
說 

0

0

 

i

I

f

寶
あ
>

b

ざ
れ
.ぼ
人
.皆
交
為

^

®

f

ず
#
|

へ：て
じ

f

天
卞
の
|

祜

易
せ
し
び 

る」

' ^
云
ふ
C

L

.
乙

の
'

文
章
の
前
半
は
前
述

^ ;

夺
寶
の
意
味

k

依
つ
て

WJ

が
で
あ
る
？

即

ち
赞 

は
用
に
つ
い
て
云
：へ
ば
、を
の
流
通

.

性
で
あ
る

0

故
^

Z

、
の
意
，味
は

^

n

.が
流
通
す
る

^

 

云
ふ

こ
ざ

は
そ
e>

財
が
，貴
い
如
ら
で

：

あ
'

る
。

,

f

 

I

れ
ば
.流
通
し
な
い
。
，流
通
し
な
け
れ 

ば
交
易

^

:

便
利
で
な
い
。

も
こ
で

z

 

^

 

„

こ 

>

で

寶?:
,
素

行

は

具

體
 

的
な
も
の

^

解

し

て

ゐ

，
る

)
代
依
0

:

て
天
下
の
刺
を
交

f

せ
f

云

ぶ

ご

な

る

？
故

^

 

素
行
が

.

財
.

文

は

：
財

貨

の

意

味

を

-

様
k

使
'

用
し
て
ぬ
る
。
即
ち
一
は

-—
*

般
財
貸
の
意
味
で
、他 

■

は
貨
幣
の

.

意
味
で
あ
る
。

し

か

し
：素
行
良
身
は

Z
れ
を
區
別
し

'

で
考
ぶ
る
必
要
を
認
め
て

P 

な

い

，
の

で

あ

る

。

今

そ

れ

ド

つ

::
;
'
い

で

挺

を

改

 

、

.(

註
：
五

-:〕

'
フ
語
類
し
第I

卷
*
四

〇

_

，

:(

註
五
*
l

e

同
上
、
四
.
o

四
頁
。

： 

.

.

(

註

五

四)

中

村

孝
.也

S

揭
書
、
三

〇

〇

頁
。

r

勞
ヵ
を

加

ふ
る

と

ビ

小
ノ
き
が
故

に」

の

お

は

^

な 

る

附

加

で

あ

る

0

素

行

は

か
く
明
言
し
て
ゐ
な
い
。
な

.
ほ

次

節

の

衣：文
の
.說
明

を

參

照
o

/ 

: 

* 

W

:
.ハ
註
五
六)

同
第
，一

卷

四

9

三
H
O

C

B

五
七
.

)

同
上
、四

P

四
.頁
0

.

一
:

!

-

S

五
八

)

中

村

孝

也

氏

は「

⑴
は
今
の
所
謂
效
用
ハ

u
tility

, 

2
tz

:ic
h
k
d
tv

に常る.

」
。(
前
揭
書
ニ

九

六苡

)

.

:

'

.

.

 

:
 

/

 

. 

.

:

.

 

:

:

.

-.
.

.
 

.

ビ

云
は
れ
て
ゐ
る
が
、むし
ろ

a
s
e
の
意
味
に
近
い

ミ

思ふ。

素
行

の

云

ふ「
州

し

は

效
;}
]

の
意 

.

. '
味

.

.ょ

.り 
'
今
少
し
廣
.いや
ぅ
に

0B
心へ
.は
.：
れ

，
る
。
，
：

少
.
.
く

 

€ 

.も
個
ん
的

p

な
.
く
、主
觀
.的
で
な
い
。
 

'

例へ

'.
ば「

有V

財
之
人
、皆言

&

レ費

.、
不
レ
知
レ
質
、
令

玉

靜

堂

、財
器
在
レ
抓
.、而

纪

知
1
1施
用
ー
則
ソ
天
卞
.之
財
、各 

滞11

其
：.府
，旅5

而
不
レ
ii

B
ニ
天
.下

之

S

」
(「

語

、類」

第
ニ
ン
卷
、四
三
.
1
ー
5

0
 

.//
ほ
以
下
本
：文

.
の
M

.
0

を見

:

ょ
0

.  

:  

. 

' 

■ 

.

'一
V

一

•

'

:

(

註
五
九

V
'「

載
類
し
笫

一

卷
、四

0

四
頁

。
- 

'

(

鉗
-
六
•〇〕

■-
'
同ン
_
^
 

"
」

.

(

匙
六

i

o

同
，第
こ

.
卷
四
；〇

五

'
莨
。
':
.
:
'

V

 

-

.
パ
：..'，
 

!:

こ
.'

の
財
貨
の
章
義
は
彼
の
財
用
論
の
中
心
を

.

な
•

す
の
み
な
ら
ず
、又
そ

©,

經

濟

，理
•
論

の

中

核 

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
素
行
.は
前
述
の
如
く
財
用
相
因
る
べ
念
所
以
を
述
べ
れ

る

後
、r

凡
そ
財 

貨
は
人

の

欲
す
る
所

R

し
セ

人
々
0

論
の
、所

レ
出
也

」

ビ
述
ベ
て

P
る
o
,

へZ

の
一
句
か
ら
中
村
孝 

也
博
士
一 
は
次

ぎ

の
如
さ

結

論
R

飛
躍
3

れ
て
ゐ
.

る
。

「

財
貨
は
人
の
欲
望
す
る

,

の
な

々

ヒ

lr 

ふ
說
.

明
を
吟
味
す
れ
ば
、入
の
欲

0
せ
ざ
る
財
貨
な
：く
、若
し
あ

.
'

が
'

• 

w

せ
ば
、そ
は

f

貨
R

於

&
ず

第I
I

十

五

卷

(

五
五
五〕

山
.鹿
素
行
の
.經
濟
學
說
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|
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屮
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第

へ

四

欲

九六

S

推
論
す
る

S

ベ

く

、
即

ち

：
財

貨

；の

根

源

；
ぱ

.
欲

望

，
1

ビ
振
斷
す
べ
し
。

'

:

如
^

 i

 

W

わ
素
行 

の
所
論

は

經
濟
學
の
根
本
槪
念
た
る
欲
望
ょ

A

發
し
、
欲
望
を
充
足
ず
る

も

の
t
財
貨

ビ

い
ひ 

f

fc

が
有
す
る
欲
望

?:

充
足
し
得
る
性
質
を
效
用

V
J
.

い：ぶ

V
J

い

ふ

思

想?:
'

展

開

す

る

を

得

べ

し 
Y

62
r

 
:

;

 

.

.

. 

'

.

,

:

:

'

:

.

v

.:
:

:

■

.

.

,

.

乙

の
結
論
は
近

世

の
敎
科
書
的
經
濟
學
を

知

れ
る
中
#
氏
の
議
論
で
あ
り
て
、素
行
の
論
ぜ 

ん

W

す

る

W

乙
ろ
で
は
な
い
。

こ
‘の
句
は
當
然

乙

れ
k

續
く

次
ぎ
の

句
^

共

纪

解

釋

す

べ

さ 

も
の
で
ぁ
る
。

1

: 1
人
以
レ

.
か

妒

かp
ir

む
ど
な
れ
ば
、ル
、

R

?

费
、潤
い
、て
铲

f
斯
、通
於 

る
Z

ビ

財

^

あ
ら
ざ
れ
ば
不
レ
成
是
不
レ
得
レ
已
也
j

§

素

行

の

云

は

ん

/

す

る
重

要

黯

は

財

の

流 

通

性

P

あ

る

？

從

ク

て
.前

の

句

は

疋

確

^
,
云

へ

ば

、

r

流

通

性

多

き

財

貨

は

人

の

欲

す

る

S

こ
ろ 

で

あ

る

0

意
で
，あ

る

::
:
°
換

言

す

れ

ば

財
‘寶
の
"意

で

あ

る

？

S
も
な
け
れ
ば

聖

人

が

財

貨

を

宝 

む
る
の
句
、及
び

r

財
^

あ
.

ら
ざ
れ
ば
不
レ
成

」

：の
意
t

解
す
：る

^

匕
が

出

來

，、
f

い
o

例
へ
ば
命

こ
JI 

用
し
た

「

抱
貨
は
乏
し
さ
，

p

の 
>
 

爲
め
k

甚
利
あ
ぅ
、大
福
分
の
者
は
用
な
し

」

S

云
'

へ
5

時
の
財 

貨

w

は
異
な
る
。
か
く
解
釋
し
て
始
め
て
そ
れ
に
續
く
文
章
が
意
味
を
な
す
。

「

古
は 

一二 

.民
各
己
が

.業
を
つ

ビ

め
て
，其
所
レ
有
の
も
の

t

以

て

其

所
レ
無

K
易
て
、食
を

足

し
衣
を

...ビ

ガ
シ
へ

.

.居

を

：か
：逢

：
^

用

爭

を

利

す

、

士 
■

は
.
其

，
道
镩
を
敎
へ
非
畲

.を

制
し
•
文
，
武：：

の
政
法
：
乙
.

ゝ
R

 

JE

し
&

を
以
て
、三
一
民

M

n

:

が
た
め
歲
食
居
を

■

そ
な
：へ
.

て
、是

t

敬
恭
す
襄
へ
又
道
德
を
以
て
し 

.'

か
％
もー
s '
^

m>
^

办
易
わ

€
も
可
レ
謂

•

而
し
て
物

^

大
'

小
ぁ
.

々
厚
薄

.

疎
密
あ
‘り
て
ぴ
ず
し
く
な 

し
雛

、

彼

)

'の

H

 

.民

業

を
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經
濟
學
忙
於
け
る
價
値
法
則
文
ば
價
格
法
則
な
る
も
の
が
自
然
的
必
然
的
範
疇

k

«
す
る
も
の
で
あ
る
か
將
た
或 

は
歴
史
的
權
カ
的
範
疇̂
f

る
も
の
で
あ
る
，か
の
問
題
ば
最
近
の
經
濟
學
上
k

於
け
る
論
爭
の
一
つ
の
對
象
を
爲 

す
も
の
で
あ
るo

換
言
す
れ
ば
絕
對
的
な
る
經
濟
的
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則
か
，將
た
或
は
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史
的
の
社
會
的
環
境
又
は
權
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も
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な
る
か
の
問
題
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多
歡
：の
學
者
の
注
意
を
惹
く
所
ど
爲
つ
て
居
る
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併
し
な
が
ら
經
濟
學
理
論
の
罾
力
は
昔
か 

ら
常̂

經
濟
的
法
則
の
硏
究
發
見^

向
け
ら
れ
.

て
居
る
。
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く
ァ
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
時
代
化
在
つ
て
は
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然
法
的
性
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を
帶
び
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る
經
濟
的
法
則
が
拿
ら
經
濟
學
?:

支
配
し
其
基
調
？
な
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つ
： .

て
居
つ
た
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.：即
ち
經
濟
的
法
則
は
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の
本
性 

ょ
ヶ
出
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に
對
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一
切
の
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爲
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有
害
無
益
な
る
も
の
^
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へ
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